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なぜ個別コンサルティングを受けることになったのか

応募者傾向の偏りに課題を感じています。近年は特に多様な人材を採用出来るよう力を入れてきましたが、成果がなかなか現れ

ていません。BtoB企業であるため、学生の認知度も低いのではと感じています。自社の求める人材に出会うために、学生への

アプローチ方法を見直したいと考え、今回の個別コンサルティングに申し込みました。

現状の採用活動についてヒアリング



2022.06.22

自社の採用活動について、現状共有を実施しました

「食品用プラスチックパッケージの企画・製造という業務内容から、食品業界に興味のある女性からの応募は一定数いただいて

いる。多様な人材をバランスよく採用できるよう、様々な仕組みを取り込んできたが、成果は出ていない。」

採用チームリーダーのH.S様、採用担当のM.S様にご参加いただき、採用活動の現状や

課題感についてお伺いいたしました。

学生の採用活動の傾向や、各採用媒体のサービス内容やメリットなど、それぞれの特徴について説明をさせていただき、今後の

方向性について検討を行いました。

課題の洗い出しを行い、現状の見つめ直しを行いました

ターゲットとなる学生との接触が出来ていないという課題に対し、ダイレクトリクルーティングの活用を提案させていただきま

した。

ダイレクトリクルーティングとは、企業が直接学生へアプローチを行いスカウトする「攻め」の採用手法です。企業側からアプ

ローチすることで、自社を知らない学生に知ってもらう機会が生まれ、興味を持ってもらった学生をインターンシップへ誘導す

ることも可能となります。

今後ターゲット層を特定するため、どのような学生へ来てほしいのか、求める人物像の明確化を行ったうえで、具体的な学生へ

のアプローチ方法について検討を行ってまいります。

インターンシップ実施におけるアドバイス



2022.07.29

インターンシップ実施において

「現場社員の協力もあり、今年は初めて5日間のインターンシップを実施することとなりました。」

インターンシップは学生の就業体験であり、高い効果を得るためには「現場の協力」が不可欠です。現場の協力が得られれば、

社員との交流の中で会社の雰囲気や働き方を理解することができ、学生の心に響く有意義な内容を構築することができます。

実施の際は、表面的な説明で終わらないよう、良い部分・大変な部分も含め自然体で対応することも大切です。インターンシッ

プの満足度向上に向け、フィードバックの実施や、振り返りシートの活用法など、いくつかご提案をさせていただきました。

学生に伝える情報について

応募者に偏りがある場合、学生に伝えるメッセージにずれが発生している可能性があります。また万人受けする内容になってい

る場合、ターゲットに向けた内容に修正していくことが必要となります。

例えば、辞退した学生にヒアリングをすることで、採用に関するヒントを得ることも可能です。学生の真意を捉え、なぜ選ばれ

なかったのか、ポイントを抑えることで翌年の採用プロセス改善に繋げることができます。

学生に伝えるメッセージの改善に向けて、いくつか例を交えながら現状の掲載内容についてアドバイスをさせていただきまし

た。

次回も引き続き、掲載状況の見直しやインターンシップ実施状況の共有を行いながら、具体的な学生へのアプローチ方法につい

て検討を行ってまいります。

インターンシップを実施する意義



2022.09.20

インターンシップの実施日数

「インターンシップは何日間が適切でしょうか」

今回は、インターンシップの実施期間、webや対面などの実施方法についてアドバイスをさせていただきました。

インターンシップで大切なことは学生に何を感じてもらいたいかです。

学生に知ってほしいこと、学んでほしいことをまずは社内で決めます。そのうえで実施するプログラムを組み立てて、プログラ

ムに合わせた日数で開催することが理想的です。

インターンシップを実施する意義

インターンシップの目的は、仕事体験を通じて就業することを理解してもらうことです。

例えば新しいオフィスだけをインターンシップで見学してもらい、入社後に古いオフィスに配属になった場合にギャップが生じ

離職に繋がる可能性があります。また、ありのままの社内を見てもらうことで、意図していなかった部分を魅力として感じても

らえる場合もあります。

今回のインターンシップの実施状況をふまえて、次回は秋以降のインターンシップの設計を行ってまいります。

インターンシップ参加学生のフォローについて



2022.10.24

インターンシップ参加者フォローの重要性

インターンシップの実施が終了したことから、インターンシップ後の学生へのフォローについてアドバイスさせていただきまし

た。（写真：インターンシップの様子）

新卒採用の選考の早期化が進んでおり、現在の学生は７割以上がインターンシップ参加先から内定をもらっています。そのため

選考開始までの間に定期的に学生と連絡を取り続け、志望度が高い状態のまま選考に進んでもらうことが重要です。

以下では、アドバイスさせていただいた具体的なフォロー方法について紹介いたします。

具体的なフォロー方法

「社員の様子が分かる記事を学生に送る予定です。座談会も予定しています。」

座談会の実施や、社内の様子が分かる記事の送付は、学生の志望度を高めるのに効果があります。ただし、これらを一度に送付

してしまうと学生が記事を読まなくなる可能性があります。一定の間隔で連絡することが大切です。

インターンシップ参加学生のフォローに限らず、イベントの参加確認や締め切りのリマインドの連絡なども、接触回数を増やし

て興味を惹きつけることにつながります。

学生へのフォローと並行して、ダイレクトリクルーティングの使用方法やオファーの送信頻度についてアドバイスさせていただ

きました。

今回のインターンシップ参加学生へのフォロー状況をふまえて、次回は座談会のコンテンツを検討してまいります。

ダイレクトリクルーティングの活用



2022.11.29

採用したい学生にアプローチするには

新卒ダイレクトリクルーティングサービスはナビと異なり、学生が企業を見つけてエントリーするのではなく、学生がデータベ

ースに情報を登録し、企業主導で自社の条件に合う学生を検索することができます。検索にあたり、自社の求める条件に合う学

生を見つけるには工夫が必要です。

例えば隣県の学生をターゲットにする場合、隣県全体ではなく一部の地域のみにするなど、ターゲットを広げすぎないよう、条

件を設定することもひとつの手です。また絞り込むだけではなく、その時の状況に応じて条件を緩和することも必要です。

アプローチする学生の検索条件に対し、絞り込むべき条件や具体的な絞り込み方法についてアドバイスさせていただきました。

学生との連絡を取り続けるためには

「学生との連絡が途中で途絶えることがあった」

ダイレクトリクルーティングは学生とチャットで連絡を取り合うため、メール程堅苦しくなく気軽にやり取りが行えます。しか

し、長文にならないよう注意しすぎると行き違いが生じ、連絡が途絶えてしまうことがあります。

連絡を取り続けるにあたり、まずはチャット上でやり取りを複数回行い、返信しやすい関係性を構築することが大切です。ま

た、メールでの連絡が必要となる場合はチャット内で一度その旨を伝えるなど、学生が連絡を見逃したり過度な負担とならない

よう、気を配る必要があります。学生との連絡をスムーズに行うためのアドバイスについて、いくつかお話させていただきまし

た。

次回はインターンシップ終了後の状況を共有し、具体的な学生へのアプローチ方法について検討を行ってまいります。

6
効果的に学生を惹きつけるには



2023.01.05

学生のニーズに合わせた内容の確保のために

自社のインターンシップや座談会に参加経験のある学生に、再度参加してもらうためには、学生に興味を持ち続けてもらえるイ

ベント内容にすることが重要です。参加者一人一人にニーズに応えることができる、より効果的な方法についてお話をさせてい

ただきました。

例えば、「ESの個別添削やアドバイス」を「先輩社員のESを一部公開」に変更することで、打ち出し方は変化しても、達成すべ

き目標は維持することができます。学生のニーズの本質は捉えつつも、全体で解決できる手段に変えて提供することで、担当者

の負担も軽減できます。

インターンシップの打ち出し方

年が明けて学生の就活に向けた意識が高まっているなか、インターンシップを開催するにあたり、開催時間が悩みのタネになり

ます。この時期の学生は多くの企業のインターンシップへの参加を望んでいるため、半日開催のプログラムを好む傾向にありま

す。

例えば、座談会を含めたプログラムを半日で実施し、興味をもってもらった学生を会社説明会等へ誘導するという方法もありま

す。但し、あくまでも重要となるのはインターンシップの目的を達成することです。時間にこだわるだけではなく、伝えたいメ

ッセージをどう訴求するべきか考えていくことが重要となります。

次回は、インターンシップ後の学生へのアプローチ方法について検討を行ってまいります。

consulting step 07

本選考に繋げるための会社説明会とは



2023.02.15

本選考に繋げる説明会

　会社説明会に参加した学生の本選考への誘導率が低い場合、一度説明会自体を見直す必要があります。学生はたくさんの企業

の説明を聞くため、説明する内容だけではなく、自社の魅力が印象に残るよう、説明の仕方にも工夫を施すことが必要です。

　例えばオンライン開催の説明会の場合、対面よりも双方向のやり取りが少なくなりがちです。学生がただ話を聞いているだけ

にならないよう、チャット機能やアイスブレイクをうまく活用して、自分も参加していることを実感できるよう工夫をすると良

いでしょう。

　今回は会社説明会の開催において、本選考に繋げるための工夫についていくつか例を交えてお話をさせていただきました。

内定辞退を防ぐ施策について

　人材確保が問題となっている企業において、採用担当者の悩みのタネとなっているのが内定辞退です。内定辞退が起きる理由

は、条件面での不一致や複数企業応募による比較など、多岐に渡ります。内定辞退にどのような理由があるのかを把握し、対策

を打つことが必要です。

　内定辞退が起きる場合、内定者は表に出していなくとも、心の中に違和感を持っています。もし、複数企業に応募をしている

場合、不安を払しょくしてくれる他の企業へ流れてしまうこともあるでしょう。承諾前の間に応募者の違和感に気付けるよう、

定期的なコミュニケーションの機会を提供し、入社までの不安を解消するよう努めることが大切です。

　内定辞退を防ぐ施策の必要性について、お話をさせていただきました。
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